








































































































































































































































































て実 燈匝もまた非常に重要である……。紳土用バッグも含め、高価格製品に関し てはブ ランド志向
が強い。こ うしたカテゴリーで最も重要なのは、短期的なフ ァッションの変化にどう対応するか、
また、多 品種でロットの小さい注文にど う対応するかとい うことであ る。」[ttl2ト
こ うした ソフト面 での公的支援を受け 、ASEAN 諸国製のかばん類は、スポ ーツ用品とともに、
近年急激に対日輸出金額を伸ばしているレ
次に、EU 諸国の例である詐・l3」、まず フランスでは、「ル・シ ャボン、セ・ポシブル」キャンペ ー
ンが92 年に発表された。このキャンペ ーンは94 年までの3ヵ年計画であったが、「フランス企業 の日
本市場に対する関心を高める」、「日本にフランス企業を知 ってもら う」ことを 目的として、市場調
査、セミナー、PR 活動、ミッション派遣等、官民をあげた キャンペーンであったと言える。
また、英国政府はこれまで、対日輸出促進を 目的に、88 年から91年にかけ て「オポチュニティー
・ジャパン・キャンペーン」を実施し、期間中に対日輸出額75 ％増を達成した。引 き続き91 年から94
年にかけては「対 日輸出促進（SellingtoJapan ）」、「対 日投資促進(InvestingtoJapan ）］、「日本
から学ぶ（LearningfromJapan ）」を3 つの柱とす る「プ ライ オリテ ィ・ジ ャパン ・キ ャンペ ー
ン」 が展開され、さらに、94 年4 月 から新たに 「ア クション・ジャパン・キ犬十ンペ ーン」を開始し
ている。そしてこのキャンペーンでは、競 争力を持ちながら未開発であった英国 の10 分野を優先分
野と定め、積極的に対 日輸出に取 り組むことにしてい るのだが、その中に、フ ァッション関係の製
品類も含 まれているのである。
具体的な対日輸出キャンペーンはない ものの、イ タリア貿易振興 会 ∩レCE ） も また、 フ ァッ
ション製品 の対日輸出促進活動に200 億 リラ（国別では最高の予算）を投人してい る。実際、かばん
や袋物の主要産地としてトスカーナ地区、ベネト地区、 ロンバルディア地区を擁 し、EU を代表す
るかばん類輸出国となっているイタリア製品は、作 年 もまた全体として輸出金額を伸ばしている。
いずれにせ よ、こ うしたキャンペ ーンその他の公的支援により、我が国に輸入 されるかばん類 の
市場拡大が続いていると思われる。95 年上半期に我が国に輸入されたかばん類主 要品 目（HS 方式
の分 類では総て4202. ）の輸入金額と数量 の合計、及び、輸入金額上位5 位 までの 国名と実績は以下
のとお りである。
11-200 ；ト ランク，ス ーツケース類（革製，合成皮革製）1
位 中国437,326 千円14,272 ダ ース2
位 イ タリア343,648 千円1,978 ダ ース3
位 フ ランス272,339 千円ト319 ダ ース
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4 位 合衆国199,930 千円890 ダース5
位 韓国175,575 千円4,739 ダース
☆合計:1,768,885 千円（上位5 国の［金額の］シェア:80.8 ％）12-211
；トランク，スーツケース類（プラスチックシート製）1
位 中国492,239 千円69,974 ダース2
位 台湾360,355 千円18,558 ダース3
位 イタリア163,314 千円1,097 ダース4
位 フラソスニ137,386 千円366 ダース5
位 韓国108,830 千円11,212 ダース
☆合計:1,376,045 千円（上位5 国のシェア:91.7 ％）12-219
；トランク，スーツケース類（紡織用繊維製）1
位 中国776,655 千円95,368 ダース2
位 台湾437,902 千円17,204 ダース3
位 ヴェトナム122,889 千円10,426 ダー不4
位 合衆国100,172 千円2,318 ダース5
位 韓国100,025 千円7,644 ダース
☆合計:1,737,166 千円.（上位5 国のシェア:88.5 ％）12-220
；トランク，スーツケース類（その他のプラスチック製）1
位 台湾1,309,762 千円27,710 ダース2
位 中国60,190 千円5,379 ダース3
位 合衆国31,729 千円303 ダ二 ス4
位 ‥インドネシア20,066 千円557 ダース5
位 ドイツ15,797 千円123 ダース
☆合計:L472,065 千円（上位5 国のシェア:97.7 ％）19-000
；トランク，スーツケース類（その他の材料製）1
位 合衆国69,498 千円454 ダース2
位 中国42,423 千円2,039 ダ¬ス3
位 台湾28,744 千円958 ダース4
位 ドイツ10,480 千円97 ダース5
位 フランス4,723 千円10 ダース
☆合計:163,257 千円（上位5 国のシェア:95.5 ％）
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91-000；旅行用バッグ，リュックサックなど（革製，合成皮革製又はパテントレザー製）1
位 イタリア3,763,928 千円31,361 ダース2
位 中国3.624,631 千円275,280 ダース3
位 フランス2,605,533 千円8,269 ダース4
位 韓国1,555,099 千円72,338 ダース5
位 合衆国781,009 千円9,490 ダース
☆合計:14,116,613 千円（上位5 国のシェア:87.4 ％）92-010
；旅行用バッグ，リュ
ヅクサックなど（プラスチックシート製）1
位 中国6,151,281 千円1,865,120 ダース2
位 イタリア4,846,614 千円48,778 ダース3
位 韓国3,432,424 千円493,544 ダース4
位 フランス3,400,907 千円24,550 ダユス5
位 ドイツ923,767 千円6,006 ダース
☆合計:21,556,654 千円（上位5 国のシェア:87.0 ％）92-090
；旅行用バッグ，リュックサッタなど（紡織用繊維製）1
位 中国15,646,399 千円5,212,206 ダース2
位 韓国8,623,841 千円1,064,037 ダース3
位 イタリア2,826,936 千円46,951 ダース4
位 合衆国2,790,531 千円146,316 ダース5
位 台湾1,475,894 千円180,331 ダース
☆合計:35,696.748 千円（上位5 国のシェア:87.9 ％）99-090
；旅行用バッグ，リュックサックなど（その他の材料製）1
位 合衆国144,112 千円16,837 ダース2
位 中国139,396 千円73,869 ダース3
位 台湾118,685 千円15,821 ダース4
位 イタリア64,744 千円3,345 ダース5
位 タイ55,985 千円40,500 ダース



























年；122,152 千円94 年；922,070 千円12-211
（トランク・スーツケース類；プラスチックシート）88
年；90,381 千円94 年；781,336 千円91-000
（旅行用バッグ・イヒ粧用バッグ類；革・合成皮革等）88
年；562,918 千円94 年；5,427,906 千円
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92-010 旅行用バッグ・化粧用バッグ類；プラスチックシート）88
年；704,246 千円94 年；9,839,760 千円92-090
（旅行用パックリヒ粧用バッグ類；紡織用繊維）88
































































































































































5 む す び
現在 、世 界 的に 突 出し た 我 が国 の貿 易 黒字 に 関す る 議論 が様 々 な角 度 から 論 じ ら れて い るが 、そ
の 「解 決策 」 と して 提 出 され よ うと してい る 内容は 、 あ ま りに も我 が国 の経 済 と 社会 を 表層 的 に と
ら えす ぎ てい る ので は ない だ ろ うか。 要 す るに 、 現在 の経 常 収支 の黒 字に 対 し て 、 マ クロ的に は 内
需 拡大 を、 ミクロ的 に は 規制 緩和 と 市場 開放 を 進 め、 そ れで も残 った 黒 字 はな る べ く世 界経 済 の 発
展 に 貢献す る 方 向で 用い て資 金還 流を 進 め よ う とい うの が、議 論 の主 流 だ と思 わ れ る。 ト
確 かに 、 自由 競争 を阻 む諸 規制 の 緩和 、 市場 開放 の必 要性 とい う認 識 が 誤 りで あ る とは 思 われ な
い 。 ただ 、少 な くと も1 つ 問題で あ る こ とは、 経常 収 支 の黒 字を 減 らす た め の具 体策 と、 かつ て 内
需 へ の転 換を 余 儀 な くさ れ た国 内中 小 企業 保護 ・育成 のため の既 存 の諸 施 策 とを 、い かに 両立 さ せ
る のか とい う視 点 の欠 如 で はない だ ろ うか 。 また 、地 方 都市 の経 済的 自立 に関 す る議 論 があ ま りに
も軽 視 され てい る と ころ が 、中小 企業 性製 品 の産 地 の抱 え る問題 を 一層 深 刻 な も のに し てい る ので
はな いだ ろ うか 。
・I
・
そ し て、 社会 科学 の研 究 一 例 え ば 、 マ ー ケテ ィン グ研 究に おい て も ー に時 代 の要 求 とし て求







（1）中小企業庁「製造業構造変化実態調査」（平成5 年12 月）に よると、輸出をしている中小製造業の平成5 年
の対前年比輸出額は「減少した」とする割合が7 割を超えている。




平成元年 平成2 年 平成3 年 平成4 年 平成5 年
合計 1,855,030 2,135,729 2,195,154 2,186,487 1,900,146
食料品 148,525 152,786 144,979 132,606 118,351
繊維 637,917 721,802 756,070 789,364 664,370
衣服・繊維製品 66,903 67,094 63,551 66,037 62,431
木材・木製品 13,249 13,785 12,510 10,658 9,293
家具・装備品 55,704 67,172 69,021 62,390 59,789
パルプ・紙・紙加工品 195,949 235,758 237,244 200,907 168,795
出版・印刷 2,771 2,720 2,869 2,650 2,034
ゴム製品 75,579 85,471 91,106 99,380 102,016
皮革・同製品 51,120 51,807 45,666 42,577 36,936
窯業・土石製品 202,006 232,390 225,823 225,822 199,917
その他 405,307 504,944 546,310 554,096 476,214





工業組合）。『バッグジ ャーナル主催豊岡鞄業界座談会』（バッグジャーナル昭和59 年1 月1 日号)。





1990 年、エ ース㈱。日本袋物工業連合会編、『袋物』、1994 年。『豊岡 の特産業 ；かば ん製 品やなぎ製品』
（昭和59 年、豊岡市経済部商工課）。『豊岡・世界のかばん博'94 記録集』（平成7 年2 月、豊岡市経済部商
工観光課）。
（6）本稿でとりあげるかば ん製造業（日本標準産業分類小分類246 ）は社団法人日本鞄協会 が統括す る団 体で




（7）百瀬恵夫著『中小工業団地の理論と政策』（4 版）、白桃書房、1990 年、p 。11. 尚、特に地場産業と地域産
業 の相違については、以下の文献を参照されたい。杉岡硯夫 『中小企業と地 域主義』、日本評論 社、1973
年。清成忠男、『地域主義 の時代ム 東洋経済新報社、1978 年。山崎充、『変わる地場産業』、日本経済新聞
社、1974 年。
（8）関満博・吉田敬一編、『中小企業 と地域インキュベータ』、1993 年、新評論、P.204 ．
（9 ）r平成3 年度皮革産業振興対策調査報告書：かぼん産業』、平成4 年、社団法人日本鞄協会、P.29.
（10 ）総務庁統計局（編）『平成元年全国消費実態調査』（平成3 年6 月発行）に よれば、かば んに関する支出の全
世帯平均は1 ヵ月688 円（年間8,256 円）、［当該支出のある世帯の割合］は29.4 ％、「当該支出のある世帯の
平均値」は月額2,240 円（年間26,880 円）とされている。
（H ）平成7 年版『通商白書』、P.165 ．
（12）国際機関アセアンセンター編、『GiftMarketinJapanforASEANExporters 』、p.238 。




されたい。日本貿易振興会編、『日本の製品輸入1992 』。 アジア経済研究所 編、『アジ ア動向年報1993 』。










「豊岡かば ん産業の現状 と今日的課題」『白鴎ビジネスレビュー』第2 巻第1 号、1993 年、 ）p。53-87.(17
）80年代末までゼp であった舞鶴港（京都府。豊岡市から最短距離の港である）からのかば ん類の輸入金額
は、90 年代に入り急速に伸びている。詳しくは以下を参照されたい。拙稿イ兵庫県豊岡市のかぼん産地に


















ケテ。インク論序説；漸次的社会工学的アプローチに基づ く研究構想」『三田商学研究』32 巻4 号、1989 年、PP.43-57
。[1995
年]。0月25 日受 理)
